
学術フォーラム＠日本学術会議（2021.12.05）
「地球環境変動と人間活動―地球規模の環境変化にどう対応したらよいか―」

気候変動と人間社会の歴史的関係から学ぶ
－「変化」の速さに着目して－

中塚 武

（名古屋大学・大学院環境学研究科）

１）樹木年輪を用いた高時間分解能の古気候復元の進展

２）数十年スケールで起きる気候変動が重大な意味を持つ！

３）21世紀と12，14世紀の気候変動の相同性－歴史の教訓に学ぶ
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中世における気温（Cook et al., 2013）と飢饉の発生数の関係
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飢饉報告件数は、数十年間の温暖期の後に、気温が急激に低下したときに、急増する。
例外（①気温が低下しても飢饉にならない、②気温が下がらなくても飢饉になる）もある。

寛喜養和 正嘉保延

流通経済の発達

藤
木
編
（
二
〇
〇
七
）「
日
本
中
世
気
象
災
害
史
年
表
稿
」
よ
り

平
家
の
興
亡

永正

旱魃による大飢
饉も少しはある
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年輪の酸素と水素の同位体比を組み合わせて、過去2600年間の中部日本の夏の
気候の変動を、年～千年のあらゆる周期で、シームレスに復元することに成功！

Nakatsuka et al.(2020)：https://doi.org/10.5194/cp-16-2153-2020

中部日本の木曽ヒノキなど67個体の現生木/古建築材/遺跡出土材/埋没木（年毎に
5～10個体の年輪）を使って高精度に復元した過去2600年間の夏の降水量の年々変動

中世開始期の干ばつ
と後期湿潤化

弥生中期～
古墳の長期的

湿潤化と集落高地化
奈良時代
の干ばつ弥生前期～中期

への乾燥化

弥生中期末の
大幅な湿潤化

近世の湿潤気
候を克服した
低地の開発
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社会システムの転換期（≒紛争の頻発期）に見られる「降水量
の数十年周期変動の振幅拡大」（洪水や干ばつの長期化）

BC/AD

弥生前期→中期

弥生後期→古墳
古墳→飛鳥 平安前期→後期

（古代→中世）

鎌倉→南北朝 江戸中期→後期

復元された夏の降水量の変動は、年単位から千年単位までのあらゆる時間スケールで、
歴史史料や考古資料、既存の長周期古気候データが示す状況と、一致していた！

⇒様々な歴史学・考古学の研究に活用され始めた！

降水量・少

降水量・多
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太線は11年移動平均値
（10年以上の周期変動）



「数十年周期」の変動だけに着目すると、その振幅拡大の時期が、悉く中国の王朝
サイクルや、日本の政治体制の変化に、タイミングが合っていることがわかった。

中国

日本

こうした発見は、年単位のデータを、数千年分、積み重ねることではじめて可能に！ 4
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点線は、変動の振幅自体の変化を表す。



何故、人間社会は数10年周期の気候変動に、敏感なのか?
作業仮説 ．

環境収容力
環境収容力

の拡大

人口・生活水準

数10年周期の
気候変動

人口・生活水準

環境収容力

の継続

人口・生活水準の拡大

数10年周期の
気候変動

環境収容力

の縮小

人口・生活水準の維持

環境収容力に
見合った人口や
生活水準の拡大

数10年周期の変動は、人間の記憶に残りにくいが、人間の寿命の期間内で起きる。
→ つまり、「予測」が難しく、(人口調整などの社会的な)「対応」も難しい。

★“より短周期”の変動であれば、②が生じないし、短期備蓄でも、乗り切れる(予測可能)。
★“より長周期”の変動であれば、④への対応に、時間的余裕がある(対応可能)。

①

②

③

人口や生活水準
の強制的な縮小
⇒飢饉の発生

④

数10年とは、人と
いう生物の寿命
に対応する年数 !

過適応適応の
失敗
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